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 光学顕微鏡は、透過光での観察が基本だ。しかしこ

れは固定観念であって、反射光での観察も忘れてはい

けない。双眼実体顕微鏡と同じように反射光を利用す

ると、対象によっては驚くほど鮮明に観察できる。 

 

「反射光で見たメダカの卵」×40 透過光ではわから

ない、メダカの卵の実際の色がわかる。 

 

 

「星砂（有孔虫の殻）」×40 こうした不透明な対象

は、反射光でしか観察できない。 

 

「透過光（左）と反射光（右）の比較」×100 

卵を持ったケンミジンコ（成体・メス） 右上は気泡 

 

プランクトンの中には、透過光と反射光を比較する

と、特徴がよくわかるものもある。上の写真は、卵を

持ったケンミジンコである。通常は左のように、透過

光で観察する。強い光を下から当てて、絞りを小さく

して見ている。こうすると被写界深度が大きくなり、

対物レンズから対象物までのピントが合う範囲が広

くなる。従って、非常に細部まで立体的に見えるよう

になる。 

一方、右の反射光の写真は、被写界深度の調節はで

きないが、実際の対象物の色がよくわかる。「キクロ

プス」の名の由来になった単眼が、真っ赤な色という

ことも、反射光の観察ではじめてわかることである。   

反射光は、理科室の天井蛍光灯の光量でも十分だが、

窓ぎわに顕微鏡を置いて、自然光で観察するのが一番

いい。顕微鏡にも、多様な使い方があることを知るこ

とが、大切である。 

 

【子どものノートから】 

「ケンミジンコを光なし（LEDを消して）で見たら、

目が真っ赤だった。色を見るには、反しゃした光の

ほうが見やすいと思った。」 


